
あなたが生きづらいのは「自己嫌悪」のせいである。他人に支配されず、自由に生きる技術   

安富歩 

まず、著者について。安富氏は東大教授で、著名な経済学者である。 

しかし、５０歳を過ぎたときから、自身を女性と認識し始め、以来、女装で通している。 

その際に、社会から奇異な目で見られて、すさまじい「生きづらさ」を経験した。 

そんな彼女が、書いた渾身の１冊が、上記の本である。 

 

もし、以下の項目に当てはまるのであれば、読むことをオススメする。 

なぜ、自分はやることなすことうまくいかないのか 

なぜ、すぐに不安に陥ってしまうのか 

なぜ、職場､学校でうまく立ち回れないんだろう 

なぜ、他人をうらやましく思ってしまうのだろう 

なぜ、すぐに寂しいと感じてしまうのだろう 

ペンギンハイウェイ   森見 登美彦 

 
映画化された時に先に映画を見たのですが、正直映画だけでは理解しきれいない部分があったため

本を買いました。内容は少し難しいですが、その分読書特有の「想像する」ことが他の本よりもた

くさんできる所がおすすめの理由です。 

後は、本文で使われている表現、言葉遣いも気に入っています。 

 

理科・科学関係の話が随所に出てくるので、 

非日常感は大いに味わえると思います。 
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いつか、眠りにつく日   いぬじゅん 

主人公が修学旅行中に交通事故に遭い、突然命を落としてしまうところから、この物語は始まる。 

成仏するために３つの未練を解消する旅に出るのだが、”死”を題材した小説なのに悲壮感を感じ

させないまま話が進んでいく。旅の途中のハプニングでは笑ってしまったり、重苦しくなくて読み

やすい。 

が、しかし、予想外のラストにきっとあなたは号泣してしまうだろう。 

生きることの意味や素晴らしさを考えさせられる作品。 

主人公が高校生で、みなさんと同世代 

本が横書き、頁数が少ないので読みやすい 

本校の図書館にもあるので手に取りやすい 

各教科の先生方から皆さんにオススメの本を伺いました。 

夏休みの読書の参考にしてみてはいかがですか？ 
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儚い羊たちの祝宴   米澤穂信 

短編集なので、１つ１つが気軽に読める。 

本格ミステリが苦手な人でも理解しやすい話が多いが、 

話や展開に意外性があって面白く読める。 

展開の予想を裏切ってくるところ 

同じ話をもう一度読み直したくなる 

ブルーピリオド   山口つばさ 

何にも熱中できることがなかった高校生が、先輩の描いた絵を見たことで、 

絵を描くことに目覚め、大学進学を目指すようになる。 

進学を希望している、芸術が好きな生徒に是非読んでもらいたいです。 

人生の地図   高橋歩 

この本は 7 つのキーワードに分類された写真と短い文章で構成された本です。 

読書が苦手な人でもすぐに読めると思います。 

写真からも様々なイメージをふくらませることができるので面白いと思います。 

 

おすすめポイントは写真に写っている人々の表情 

クスノキの番人   東野圭吾 

その木に祈れば願いが叶うというクスノキ。そのクスノキの番人を任されたのは身寄りのない主人公の

直井玲斗。祈念のルールを知らされていない玲斗とクスノキを訪れる人々の物語は 高校生の皆さんに

も魅力的ではないでしょうか…。 

新月と満月の時だけしか祈念できない。 

祈念の内容は極秘、最後まで読んだ人だけが知ることができます。 

ぜひ読んでみてください。 

 

全国アホ・バカ分布考 はるかなる言葉の旅路   松本修 

東京の人は「バカ」と言い、大阪の人は「アホ」と言う。ではその境界線はどこにあるのか。 

これは朝日放送のテレビ番組『探偵！ ナイトスクープ』に寄せられた、視聴者からの素朴な疑問である。 

この「アホとバカの境界線の調査依頼」が発端となり、境界線はおろか、全国のアホ・バカ表現の分布調査とい

う壮大な試みに発展する。この本は、番組プロデューサーである松本修氏が、「全国アホ・バカ方言分布」の謎

をさぐる、のべ三年にわたる調査と研究の過程をまとめたものである。 

私はこれをきっかけに日本語学のおもしろさを知り、 

「ことば」を学ぶおもしろさに出会った。 

小石のごとく-対話による作曲論-   嶋津武仁、荒川誠 共著 

「情報としての音楽…アナリーゼのすすめ」等、コンピュータと音楽の両側面を研究し、 

新しい音楽を追究し続けた嶋津先生の考え方を知ることのできる本である。 

対話形式で話が進むので読みやすい。興味のある人は内野先生まで。 
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